
ケイン・ジュニア下院議員（後列中央）

月
12
日
に
公
表
さ
れ
た
大
統
領
令
「Executive

O
rder

on
A
dvancing

Biotechnology
and

B
iom
anufacturing

Innovation
for

a
Sustainable,Safe,and

Secure
A
m
erican

Bioeconom
y

」
（
注
１
）

を
受
け
て
23
年
３
月
に
連
邦
政

府
か
ら
公
表
さ
れ
た
「Bold

Goals
for
U
.S.

Biotechnology
and

Biom
anufacturing

：

H
arnessing

Research
and

D
evelopm

ent
to

Further
SocietalGoals

」
（
注
２
）

を
め
ぐ
り
意
見
交
換

し
た
。
各
面
談
先
で
は
、
経
済
安
全
保
障
の
観
点
も

含
め
て
、
最
先
端
の
技
術
開
発
の
重
要
性
の
み
な
ら

バ
イ
オ
エ
コ
ノ
ミ
ー
委
員
会
で
は
、
２
０
２
３
年

６
月
４
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
、
総
勢
26
人
か
ら
成

る
訪
米
バ
イ
オ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
と

ボ
ス
ト
ン
に
派
遣
し
た
。
22
年
６
月
の
委
員
会
設
置

以
降
、
11
回
に
及
ぶ
会
合
開
催
や
４
回
の
国
内
視
察

（
22
年
12
月
鶴
岡
、
23
年
２
月
沖
縄
、
３
月
福
岡
、

８
月
北
海
道
）と
精
力
的
に
活
動
を
展
開
し
て
き
た

中
、
初
の
海
外
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
国
家
戦
略
の
策
定
に
携
わ
る

米
国
連
邦
政
府
関
係
者
や
連
邦
下
院
議
員
の
ほ
か
、

世
界
最
大
の
バ
イ
オ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
擁
す
る
ボ

ス
ト
ン
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
地
域
の
主
要
な
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
と
多
く
の
対
話
機
会
を
得
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
面
談
に
お
い
て
、
経
団
連
が
２
０
２
３
年
３
月
に

公
表
し
た
提
言
「
バ
イ
オ
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン（
Ｂ
Ｘ
）戦
略
」
の
具
体
的
内
容
を
説
明
し
て
先

方
の
理
解
を
得
つ
つ
、
現
地
に
お
け
る
最
先
端
の
取

り
組
み
や
政
策
動
向
を
把
握
し
、
国
際
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
所
期
の
目
的
を
達
成
し

た
。ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

商
務
省
お
よ
び
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
国
家
安
全
保

障
会
議（
Ｎ
Ｓ
Ｃ
：N

ationalSecurity
Council

）

を
訪
問
し
た
ほ
か
、
連
邦
議
会
の
科
学
・
宇
宙
・
技

術
委
員
会
に
所
属
す
る
ト
ー
マ
ス
・
ケ
イ
ン
・
ジ
ュ

ニ
ア
連
邦
下
院
議
員（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
選
出
）

と
面
談
し
た
。
い
ず
れ
の
場
で
も
、
２
０
２
２
年
９

（注１）https://www.whitehouse.gov/briefing-room/presidential-actions/2022/09/12/executive-order-on-advancing-
biotechnology-and-biomanufacturing-innovation-for-a-sustainable-safe-and-secure-american-bioeconomy/
（注２）https://www.whitehouse.gov/wp-content/uploads/2023/03/Bold-Goals-for-U.S.-Biotechnology-and-
Biomanufacturing-Harnessing-Research-and-Development-To-Further-Societal-Goals-FINAL.pdf

訪米バイオミッションを派遣
─バイオエコノミー委員会初の海外ミッション
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Japan Innovation Nightで講演する筆者

で
き
た
。

さ
ら
に
、
今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
目
玉
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
世
界
最
大
の
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー

と
し
て
バ
イ
オ
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
ー
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
るGinkgo

Biow
orks

（
注
３
）を

訪
問
し
た
。
創
業

者
の
ト
ム
・
ナ
イ
ト
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大

学（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）教
授
を
は
じ
め
同
社
幹
部
か
ら
、
事
業

概
要
や
今
後
の
連
携
機
会
に
つ
い
て
説
明
を
聴
く
と

と
も
に
、
ラ
ボ
を
視
察
す
る
貴
重
な
機
会
を
得
た
。

同
社
は
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
を
取
り
入
れ
て
自
動
化
さ
れ

た
汎
用
バ
イ
オ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
確
立
を
進
め

て
お
り
、
約
１
０
０
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
同
時
並

行
で
取
り
組
み
な
が
ら
、
１
年
間
に
10
万
件
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
て
い
る
。
日
本
の
持
つ
技
術
や

リ
ソ
ー
ス
を
高
く
評
価
し
て
い
る
一
方
で
、
そ
こ
へ

の
ア
ク
セ
ス
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
、

日
本
企
業
と
の
今
後
の
連
携
拡
大
を
模
索
し
て
い
る
。

加
え
て
、
現
地
の
バ
イ
オ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

お
け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
るM

assBio

（M
assachu-

setts
Biotechnology

Council

）や
Ｍ
Ｌ
Ｓ
Ｃ

（M
assachusetts

Life
Science

Center

）、
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
国
際
貿
易
・
投
資
促
進
機
関

で
あ
る
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ⅰ（M

assachusetts
O
ffi
ce
of

InternationalT
rade

and
Investm

ent

）と
懇

談
し
た
。
大
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
ア
カ
デ
ミ

ア
に
よ
る
技
術
開
発
や
事
業
拡
大
に
あ
た
り
、
税
制

優
遇
措
置
の
提
供
や
資
機
材
の
共
同
調
達
、
拠
点
の

整
備
を
含
め
た
支
援
な
ど
各
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
重
要
な

機
能
を
担
い
な
が
ら
、
互
い
に
強
く
つ
な
が
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
確
立
さ
れ
て
い
る
実
態
を
把
握
し
た
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
日
米
関
係
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ

び
Ｍ
Ｉ
Ｔ
のK

och
Institute

for
Integrative

Cancer
Research

か
ら
は
、
ア
カ
デ
ミ
ア
の
果
た

す
役
割
に
つ
い
て
説
明
を
聴
い
た
が
、
こ
こ
で
も
日

本
企
業
と
の
今
後
の
連
携
に
つ
い
て
大
き
な
期
待
が

示
さ
れ
た
。

バ
イ
オ
エ
コ
ノ
ミ
ー
委
員
会
で
は
、
引
き
続
き
国

内
外
の
産
学
官
お
よ
び
各
バ
イ
オ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
精
力
的
に
活
動
を
展
開

す
る
予
定
で
あ
る
。
会
員
企
業
に
は
、
ぜ
ひ
今
後
も

積
極
的
に
当
委
員
会
の
活
動
に
参
画
い
た
だ
き
た
い
。

ず
、
原
料
の
調
達
や
設
備
投
資
、
人
材
育
成
な
ど
バ

イ
オ
に
関
す
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
靭
化
に
向
け

た
国
際
的
な
連
携
強
化
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
と

と
も
に
、
日
本
か
ら
の
さ
ら
な
る
投
資
や
ビ
ジ
ネ
ス

協
力
へ
の
期
待
が
表
明
さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
、
冨
田
浩
司
駐
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
特
命

全
権
大
使
や
塚
田
玉
樹
同
特
命
全
権
公
使
、
米
国

の
有
力
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
戦
略
国
際
問
題
研

究
所（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
：Center

for
Strategic

and
InternationalStudies

）の
専
門
家
ら
と
、
幅
広

く
日
米
関
係
全
般
を
め
ぐ
っ
て
懇
談
し
た
ほ
か
、
大

手
法
律
事
務
所
の
一
つ
で
あ
るK

&
L
Gates

LLP

に
よ
る
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
会
合
を
開
催
し
た
。

ボ
ス
ト
ン
・
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

後
半
は
ボ
ス
ト
ン
に
移
動
し
、
バ
イ
オ
分
野
で
世

界
最
大
級
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

「BIO
InternationalConvention

2023

」
や
周

辺
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。
こ
の
中
で
私
は
、
経
済

産
業
省
が
日
本
貿
易
振
興
機
構（
ジ
ェ
ト
ロ
）お
よ
び

Ｃ
Ｉ
Ｃ（Cam

bridge
Innovation

Center

）と

共
催
し
た
「Japan
Innovation

N
ight

」
に
登

壇
し
、
Ｂ
Ｘ
戦
略
に
お
け
る
主
要
な
バ
イ
オ
領
域
を

五
つ
の
カ
ラ
ー
で
擬
人
化
し
た
「
バ
イ
オ
レ
ン
ジ
ャ

ー
」
を
含
め
て
経
団
連
の
バ
イ
オ
関
連
の
活
動
を
広

く
紹
介
す
る
機
会
を
得
た
。
ま
た
鈴
木
光
太
郎
在
ボ

ス
ト
ン
日
本
国
総
領
事
と
の
懇
談
で
は
、
現
地
に
お

け
る
日
系
企
業
の
進
出
状
況
等
を
把
握
す
る
こ
と
が

（注３）本誌2023年５月号24～ 25ページ参照
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